京都府北部

	１）　宮津ブロック


聖体の光に照らされて、ともに生きる喜びを分かち合い、遣わされていることに感謝する。
１　キリストとともに生きる（信仰を育むために）

　① 「聖体の年」の特別の企画

　② 黙想会の企画

　③ 信仰のための様々な企画と情報交換

　④ 子どもたちのために

　　　ａ）キャンプの計画

　　　ｂ）リーダーの養成・研修

　　　ｃ）保護者の交流と研修

２　キリストから遣わされる共同体

　① ミサによって集められ、派遣されている共同体を目指す。

　　　『日常からミサを生きる』

　　　　ａ）キリストとの親しい交わり
　　　　ｂ）聖体の神秘に養われる
　② 社会に呼びかけ、奉仕する教会
　　　正義・平和･国際協力・連帯・・・・・・・・・・
【宮津ブロック共同祈願】
	　わたしたちを聖体の光で照らしてください。

　　　　　ともに生きる喜びを分かち合い、
　　　　　　　　　　遣わされていることに感謝して応えることができますように。




【深い交わりを体験するミサ】

	　① ミサで、主のゆるしといやしを、共に「願う」体験

　② ミサで、社会の人々（特に苦しむ人々）と連帯して、共に「祈る」体験

　③ ミサで、神のことばを、共に「聴く」体験

　④ ミサで、感謝のうちに、自分のありのままを、共に神に「捧げる」体験

　⑤ ミサで、信仰と神の子の自由を、共に「祝い」、共に「喜ぶ」体験

　⑥ ミサで、福音宣教のために、共に「遣わされる」体験

　


　　　　　　　　　「2004年司教訪問の趣意書」より
【わたしの決意】
	

	２）　舞鶴ブロック


＊今年の教区のテーマ「日常からミサを生きるパートⅡ」に合わせながら、それぞれの小さな小教区がブロックとして協力し、取り組んでいく。

（１）信仰・教会生活についての生涯学習の充実を図る。

今年度も継続のテーマとし、「信仰を学ぶ」或いは「典礼について」の学習会を担当司祭の指導を受けながら、継続の形で進めていく。

（２）多くの信者がミサに多くあずかる工夫をする。

現在、主日のミサに参加している人数は京都北部5教会まちまちであるが、全信徒数のだいたい10～20パーセントである。この現実を踏まえながら、ミサに出席する人数を増やす工夫をしていく。

（３）「聖体」に関する学習会を実施する。

今年度の「聖体の年」に因んで聖体、ミサについての学習会を行う。

（４）「集会司式者」、「聖体奉仕者」の育成をする。

以前は各小教区でそれもまちまちに行っていたので、今年は担当司祭によって5教会協力の下でブロック合同として行っていく。

京都府南部
	３） 北ブロック


短期計画

もっとミサに参加しよう

　１．第５日曜日のある月に合同ミサを実施している。合同ミサの当日は、その開催教会でしか

　　　ミサが行われていないのだが、参加者が少ないので、その対応を検討する。

　２．｢聖体｣ についての勉強会

小教区の垣根を低くする

　１．４つの委員会（典礼・広報・教育・平和の歩み）の活動の活性化

　２．小教区の典礼の共通化について考える（各小教区の伝統を尊重）

　３．合同の日曜学校、中高生会や夏季学校を計画
　４．平和の歩みの委員会主催の合同ミサを７月31日に実施

　５．必要に応じ、各委員会代表がブロック会議に参加

長期計画

　１．教会から離れた人に対する働きかけ

　　　幼児洗礼で来ない人に対しても含めて

　２．青少年の育成

　　　子どものキャンプを含めて

　３．信徒教育・養成

　４．社会とともに歩む教会になるように
	４） 西ブロック


０４年度のブロック活動の評価を受けて、０５年度においては更に京都西ブロックとその構成員である司祭・信徒・修道者が福音宣教をしていくキリスト者となっていくために以下のような地域短期計画を実施し、地域共同体が共同宣教司牧を通して福音宣教共同体となる歩みを続けます。
1、 教会共同体における奉仕と養成が地域の司祭・信徒・修道者の福音宣教の動機を高めていくように相互の
賜物や霊性を尊重し深め合う共同体。

（実行を目指す地域計画）

①　「福音的分かち合い」を定着させ、お互いに違う賜物を受けていることを認め合い、違う信仰観・教会観を持っていても相互に協力・援助出来る信仰者となるように努める。

2 規約制定にあたっては、十分に信徒全体の意見を反映させ、その制定プロセスを公開して共有する。

3 引き続き入門講座・信徒養成講座を実施し、新しい講座が必要ならばブロック委員会にて協議する。またブロックにおいて集会祭儀司式者と聖体奉仕者の養成を行い、教会的意味や典礼的理解に止まらず、特に聖体奉仕における臨床的アプローチや病床信徒の視点を学ぶ。

2、 小教区やブロックにおける活動において「福音的識別」を大切にする共同体。

（実施を目指す地域計画）

1 西ブロックウォーカソンや平和旬間行事の実施にあたっては、開催意図の確認や福音的識別を行った上で開催し、プロセスをお互いに共有する。

2 各小教区活動・担当部会においても、役割分担の行使だけに止まらず、担当各自の現状や困難さを受け止められるように、信仰者として共感する姿勢を持って支えあえるような場を作る。
	５） 東ブロック


＜2005年度東ブロック宣教計画＞

（1） 短期計画

①「共同宣教司牧東ブロック会議」の構成と運営法の改善に向けて

２００４年度短期計画を進める中で作成した「東ブロック規約」を基にして、東ブロック会議の実際の運営に即しているかどうかの再検討を行う。同時に、ブロック会議そのものの在り方を常に問いかけてゆく。特に、司祭団と信徒との連携、議事録の検討、小教区とブロックとの繋がりについて、を課題とする。

②「聖体の年」にふさわしい取り組みを検討する

　「聖体」という基本的な感謝の人生について考える

（2） 長期計画

①　信徒の信仰教育プログラムの取り組み、特に子どもと青年への信仰教育

将来の教会を担う世代を育成する生活を営むことは必須であり、急務である。信仰教育プログラムとしては、常に第2バチカン公会議の精神と、京都教区の示す方向性を確認しつつ進める必要がある。

2 福音宣教する教会

(1) 教会に来ることができなくなった人たちを顧みるための方策について話し合う必要がある。

(2) 未信者への積極的な対応が必要であり、信者数を増やす努力も同時に必要である。

	６） 南ブロックＡ


新しい小教区評議会規約による小教区、およびブロックの宣教司牧体制の確立

· 各小教区での活動部の具体的行動

· ３小教区の評議会の連動性の確立

· ３小教区の活動部連携

	７） 南ブロックＢ


２００５年度の取り組み

ａ）聖体について理解を深める

· ２００５年の司教訪問のテーマである『日常からミサを生きるpart2～キリストとの親しい交わりに呼ばれて～ 』と、教皇様より、２００５年１０月までの１年間が『聖体の年』に制定されていることに鑑みて、ブロックの取り組みを行っていく。
· 特に聖体について理解を深めるために、どのように「学び、祈り、実践」するかを各小教区で考え、ブロックで分かち合う。
· 考えるためのヒントとして、例えば聖木曜日、聖体の祝日に向けてどのように準備し祝うことができるかを各小教区で話し合う。また、教会で伝統的に大切にされている聖時間、聖体礼拝、聖体行列、聖体賛美式など、共同体として一致して共に祈る機会を設け、体験していくことを検討してみる。
ｂ）４教会のあり方を見直す

・　暫定小教区評議会の設置について２００３年１１月発行の大塚司教よりの「小教区規約作成のための指針」に基づき、２００５年より各小教区に暫定小　　　教区評議会を設置し、小教区の最終決議機関とする。
· 各小教区とも、暫定小教区評議会のための役員選出を既に行った。
· ２００５年からは、各小教区の総会は報告会、周知の機会となる。
· ２００５年から小教区評議会において、小教区規約作成を取り扱っていく。
ｃ）継続的な取り組みとしてキリストの学び・・・各小教区での講座、クラス、ブロック主催の講座

　　　ｄ）海外援助について・・･具体的な行事企画はまだなし

奈 良 県

	８） 北部ブロック


	長期目標
	２００５年度短期目標

	Ⅰ　青少年の育成
	①　北部ブロック青少年交流会の実施

	
	②　合同サマーキャンプの実施

	Ⅱ　信徒の信仰養成
	奈良地区聖書講座への参加の促進

	Ⅲ　滞日外国人との連帯
	滞日外国人との交流の具体化


	９） 南部ブロック


カトリック京都教区奈良南部ブロック２００５年４月１日～２００６年３月３１日の

　短期目標・宣教司牧計画　
　　この目標・計画は、南部ブロックの２００５年～２００６年の宣教司牧活動すべてをリストアップしたものではない。
　これに対して、わたしたちが今年、２００３年よりの長期目標を実現するために強調し、特に今までできなかった
ことが記されているものです。
ブロック会議
目標１：　
ブロックの信徒が２００６年３月３１日までに、ブロック会議がブロックの宣教司牧方針を決定する機関で
あることを理解するように目指します。
計画１： 各小教区の評議会とブロック会議との関係を明確にし、図式化して、幾度も信徒に伝えます。
計画２： ブロック会議直前の主日ミサ時、会議の議題を提示します。
計画３： ブロック会議一週間後の主日ミサ時、議事録、特に会議の決定事項を報告します。

ブロックレベルで行う宣教司牧活動
目標２：
２００６年３月３１日までに、ブロック中高生の信仰養
成・司牧のための奉仕するキリスト者小グループを

作り、中高生が集まることを目指します。

計画４： 7月までに、中高生の保護者などを呼んで「中高生の信仰養成・司牧の奉仕するキリスト者
小グループ」の役割について研修会を開く。
計画5： １０月までに「中高生の信仰養成・司牧の奉仕するキリスト者小グループ」を立ち上げる。
計画６： 2006年の３月までに、「中高生の信仰養成・司牧の奉仕するキリスト者小グループ」と中高生が
話し合う場を設ける。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ブロック子ども信仰養成奉仕するキリスト者小グループから）

目標３：　子どもが聖体についての意識を深め、共同宣教司牧の基本的な考え方が分かるよう目指します。
計画７：　教会学校で聖体とその「福音宣教する共同体」を作る過程を教えるために 「共同宣教司牧って
なあに？」というQ&Aパンフレットを使います。




　　　　（ブロック典礼を調整する奉仕するキリスト者小グループから）

目標４：　
今年、ブロックの各小教区でのミサ・集会祭儀がミサ典書の総則に従って、統一したやり方を達成する

ことを目指します。
計画８：　祭壇奉仕者（侍者）のためのマニュアルを作ります。





（ブロック典礼を調整する奉仕するキリスト者小グループから）

目標５：
　「聖体年」に当たって信徒が聖体についての意識を深めることを目指します。
計画９： ミサ以外の聖体礼拝のやり方を工夫して、各小教区で推進します。



（ブロック難民・移住・移動者司牧の奉仕するキリスト者小グループから）

目標６：　
日本人と移住者とで構成される多文化共生の教会
を目指します。
計画１０：　各小教区に移住者と一緒に多文化教会を推進するキリスト者小グループを立ち上げます。
計画１１：　ブロック国際ミサを年３回（2005年6月、12月、2006年3月）行います。

（ブロックキリスト教入門講座奉仕するキリスト者小グループから）

目標７：　入門講座に参加する人（求道者及び同伴者）を増やすことを目指します。
計画１２：　毎回の入門講座準備会を大切にし、そのやり方を見直して、信徒が自信を持って講座を指導
できるよう
に努めます。
小教区評議会
目標８：　ブロックの信徒が２００６年３月３１日までに、「小教区
評議会制度」を理解し、それを自分のものとする
よう目指します。
計画１３： 小教区規約（仮規約）を作成し、信徒に伝え、試行
します。
計画１４：　評議会制度の勉強会を行います。
計画１５：　教会へ来られない人のために対策をとります。

小教区内のキリスト者小グループ
目標９：　
ブロックの信徒が２００６年３月３１日までに、「小グループが集まるとき」という小冊子に沿って、いずれ

かのキリスト者小グループに参加することを目指します。
計画１６：　キリスト者小グループと小教区活動部会との関係を明確にします。
計画１７：　各キリスト者小グループに世話役（リーダー）を設け
ます。
計画１８：　現在、よく活動している奉仕するキリスト者小グループの進め方をみんなに知らせる。
信徒の信仰養成

目標１０：　ブロック信徒養成を改善し、自己・共同体の刷新が進むことを目指します。
計画１９：　月１回、ミサの前後に、「担当チーム」は聖書解説を
実施します。
計画２０：　月１回、「担当チーム」はミサの前後に、１０分程度の要理の解説を実施します。
計画２１：　年３回、信仰教育のリーダー（教会学校、聖書勉強、入門講座など）を養成する勉強会を実施
します。
滋 賀 県

	10） 湖西ブロック


2004年11月７日の滋賀湖西ブロック会議での評価に基づき、長期目標も見直すことになりました。

共同宣教司牧の目標

福音化する共同体になる。

長期目標（２００５年より５年間）

１．典礼をとおして、信仰共同体を実感できるようにする。

２．部会活動を充実させる。

３．社会とともに歩む活動をすすめる。

短期目標（２００５年宣教司牧計画）

１．規約改正を含めた教会の変革を実行する。

２．子供たちの育成のために、大人自らが変革していく。

３．典礼の見直しをすることによって、信仰共同体を実感できるようにする。

４．部会活動をすすめるために、ブロック内の情報交換をおこなう。

	11） 湖東ブロック


	
	項　　　目
	　　　　　　内　　　　　　　容

	１
	聖体の年にあたって、教皇教書、司教書簡の実践
	各小教区において、左記の書簡等の教えを学ぶよう信徒に勧める。それに

ふさわしい活動や儀式を、小教区ごと、あるいはブロック全体で考えて行く。

聖時間（聖体顕示・告解・拝領）の集い。拝領後に特別な祈りと黙想などを

行う（彦根）。

	２


	小教区評議会規約


	各教会ともに今年中の完成を目標に討議を進める。規約にこめられる宣教

司牧の意義と目標を、分かち合いなどを通じて小教区全体の理解と実践に

広げて行く。

	３


	ブロックの連携の強化


	３教会の規模の違いや距離的なへだたりが大きいが、いろいろな信仰を

深める行事や活動を共に分かち合って行く。

黙想会、信仰講座（出前コースなど）、結婚講座等を共同で立案実施する。

オアシスの祈りの相互開催と参加。特に聖体の年にあたり、聖時間を持ち、

聖体への信心を深める。

	４


	青少年の信仰教育


	サマーキャンプ、ディスカバリー、侍者合宿、日曜学校、あるいは社会活動

などを通じて、同世代間の交流と信仰の理解を進める。しかし実施時期の

選択や実施内容について工夫を要する。参加者の確保が困難な教会が

ある。

	５


	滋賀協議会行事への積極的な参加
	安土セミナリヨでの記念ミサや行事、ウォーカソンや共同研修会への参加者

を増やし、信仰を同じくする喜びを分かち合う。

	６


	信徒使徒職への喚起、福音宣教の計画と活動


	信仰入門講座、聖書講座を小教区で計画し、地域社会へ知らせる。広報

活動の内容や方法を研究し、実施する。草津教会で成果をあげている地区

別集会を他の小教区にも広げて行く。

教会から遠ざかっている信者との連絡を図り、戻るような魅力ある、いやされ

る教会となるにはどうするかを、分かち合う。

	７
	外国人信徒との交流
	信仰の中心であるミサは、３教会ともポルトガル語、スペイン語、英語での

ミサが毎月行われ、地域に住む外国人信徒に大きな喜びを与えている。

しかし、別時間にミサが行われるため、日本人信者との交流が疎となるのは

残念である。相互に交流行事を計画し、コミュニケーションの不足を補い、

同じ信仰を持つ喜びを分かちあい、あるいは助け合うことが必要である。

３教会から離れた地域、特に甲西地区・八日市地区に外国人信徒が非常に

多くなった。現在の２人の司祭では対応しきれなくなった。外国人専任の

常駐司祭をもう１名増やしていただきたい。


三 重 県

	12) 北勢ブロック


	１．小教区の情報交換
	
	
	
	
	
	
	

	　　各小教区の行事予定表の交換と協調
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	２．共同行事
	
	
	
	
	
	
	
	

	　　①　四旬節・待降節の黙想会と共同回心式
	
	
	
	
	

	　　　　　　日程・講師の決定
	
	
	
	
	
	
	

	　　　　　　共同回心式の協力
	
	
	
	
	
	
	

	　　②　親睦会大会
	
	
	
	
	
	
	
	

	　　　　　　実施日　：　10月2日
	
	
	
	
	
	
	

	　　　　　　担　当　：　鈴鹿教会
	
	
	
	
	
	
	

	　　③　勉強会「聖体について」
	
	
	
	
	
	
	

	　　　　　　内容及び日程については担当司祭団にて計画
	
	
	
	
	

	　
④　小中学生錬成会
	
	
	
	
	
	
	

	　　　　　　実施日　：　7月26日（火）～7月28日（木）
	
	
	
	
	

	　　　　　　場　所　：　少年自然の家
	
	
	
	
	
	

	　　⑤　司教訪問
	
	
	
	
	
	
	
	

	　　　　　　3月19日（日）　　三重地区集会
	
	
	
	
	
	

	　　　　　　5月8日（日）　　北勢ブロック亀山教会
	
	
	
	
	

	　　⑥　ブロック会議の日程（2ヶ月ごとに開催）
	
	
	
	
	

	　　　　　　第一回　：　2月　6日　鈴鹿教会
	
	
	
	
	
	

	　　　　　　第二回　：　4月10日　桑名教会
	
	
	
	
	
	

	　　　　　　後の日程は会議の都度決定する
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	３．各小教区における組織の見直し
	
	
	
	
	
	

	　　　「小教区規約の作成の取組み」の情報提供と分かち合い
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	４．長期計画は継続する
	
	
	
	
	
	
	

	　　①　滞日外国人との関わり　（協力）
	
	
	
	
	
	

	　　②　福音宣教共同体の理解と意識改革
	
	
	
	
	
	

	　　③　信仰の生涯養成　（特に青少年）
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	　　　　【注】　▲　短期計画は具体的に計画として表れている
	
	
	
	

	· 小教区の規約の作成・日常からミサ等の宿題とどう照合していくかも課題

	
	
	

	13) 中勢ブロック


１．「２００５年度ブロック宣教司牧計画（短期）」の作成について
①将来を担う子ども・青少年への対応

・教区侍者合宿（河原町）への参加3／30，31（小５，6年）

　　　　経費は各小教区で負担

　　　・中勢ブロックサマーキャンプ7／24、25　　　　
　　　・中勢ブロック教師会リーダー研修会8／2７，28　　
　　　　　　　　　 ・侍者教育を目的とした中勢ブロック集会司式者・聖体奉仕者の研修会10月

　　　　　　　　　　　　　　　次回日程を決める。

         ②滞日外国人の方々との関わり

· 各小教区の国際協力担当者がブロックとしての集まりを持ち、何が出来るかを話し合う

　　　　　次回日程を決める。

③宣教への取り組みの弱さ　

· 中勢ブロック平和旬間行事（教会外へ向けての働きかけ）

　　　　憲法第９条に関連した内容で大阪教区松浦司教様に講演を依頼する。

　　　　これから実行委員会で具体化する。
※平和旬間行事案の進捗状況（2／２５現在）

　　　　　　　　　　　　　＜大阪教区　松浦司教様の憲法第９条に関する講演＞に決定

　　　　　　　　　　　　　　日　時　：　７月３１日（日）　　午後13時30分～16時

　　　　　　　　　　　　　　会　場　：　久居市市民会館
　　　　　　　　　　　   収容数980席と席数数が多いため、中勢ブロックのみではなく広く三重県下の小教区および
プロテスタント教会へも呼びかけたい。
・各小教区のＨＰづくりをめざす。

④信仰を深めるための生涯努力

　　・中勢ブロック司教訪問（9／4久居教会）に参画する

　　　司教年頭書簡「日常からミサをいきる・・・キリストと親しい交わりに呼ばれて」について

　　　分かち合いを進める。　

　　･各小教区で「カトリック教会の教え」の勉強会（毎月1回）　

・集会司式者学習会3／5（土）
・聖体奉仕者学習会（ブロック）日程不詳　　　
· 三重県聖書講座　第１回６／18（土）津研宗館、第２回７／23（土）伊勢、

　　　　　　　　　　　　第３回10／29（土）北勢

　　　　　　　　　　　　　　三重協議会〈聖書講座準備委員会〉より別紙にて報告

　　　　　　　　　　　　　　　＞スケジュールについて13:00～16:00の３時間は長く、２時間程

　　　　　　　　　　　　　　　　度に収めた方がよいのではという意見を受け、準備委員会で再

　　　　　　　　　　　　　　　　検討してもらう。

　　⑤支えあう共同体づくり

　　　　・小教区で地区集会の実施（毎月1回）

　　　　・名張ウォーカソンでの協力4／29

	14) 南勢ブロック


① 合同ミサの企画を通して両教会の交流を促進する。
② ブロック会議を通してさらに共同宣教司牧を推進する。
③ 司教訪問の準備。
④ 小教区規約の準備において足並みをそろえ、内容を参考にしあう。
⑤ 分かち合いをそれぞれの教会で行い、教区からの課題を深めていく。
　　 長期的展望（2003～2007年）

① 滞日外国人：外国人との交流促進。
② 青　少　年　：次代を担う青少年を育成する。
③ 共同宣教司牧の推進。
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